
今回計画の主なポイント

１．外貿コンテナの取扱機能の拡充

２．旅客と貨物の機能分離

３．自然との共生



全国のコンテナ取扱量の推移
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凡例

中枢国際港湾

中核国際港湾
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国際海上コンテナターミナルの配置の考え方
　中枢・中核国際港湾



中枢・中核国際港湾のコンテナ取扱配分（現在・将来）
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博多港外貿コンテナ取扱量の推移
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博多港の主なコンテナ航路
（H13.2現在）
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コンテナ船の大型化の動向（建造状況）
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水深１５ｍ以上のコンテナバースの整備状況

東京：供用４　工事中３　計画４
横浜：供用３　工事中１　計画８
川崎：計画１

名古屋：供用２　計画２
四日市：計画１

大阪：工事中３　計画４
神戸：供用４　工事中１　計画５

北九州：工事中１　計画１
仙台塩釜：計画２

常陸那珂：計画２

清水：工事中１　計画１
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